













定員 60 名 参加費 無料 ＊事前の申し込みが必要です。裏面をご覧ください。
2018年





























＊参加申込期日：2018 年 11 月 26 日（月）17 時
13：00 受付開始・開場
13：30 開会 開会挨拶 中串 孝志 （和歌山大学観光学部准教授、同国際観光学研究センター研究員、













パネリスト ：黒田 有彩 中串 孝志
長田 哲也 米澤 樹 （和歌山大学観光学部 4回生）
モデレーター：尾久土正己

























論』出演 / 誠文堂新光社『天文ガイド』連載 / 集英社インターナショナル
『宇宙女子』など。




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































B. Goode”という，Chuck Berryの名曲のカバーです12。“Johnny 
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図2　アルマ望遠鏡が観測したおうし座HL星の周囲の塵の円盤（左）と太陽系の大きさ（右）を比較した図。
ALMA望遠鏡2014.11.06付けプレスリリースより取得。[Credit:ALMA(ESO/NAOJ/NRAO)]
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回っている惑星が円盤の塵とかガスをかき集めたからこういう黒い
ところができた，というのが見えてきた。今から46億年前の太陽
系の姿が見えてきたんだ，ということでみんなびっくりしたのであ
りました。
まぁこれが美しいと見えるかどうかは別として，美しい天体とい
うのは実はある。それは惑星状星雲。まぁ惑星とは何の関係もない
んですけれども。今度は太陽が今から50億年後にはこんな風にな
るんじゃないかと周りにガスをフワーッと撒き散らして行って，自
分自身は白色矮星というちっちゃい星になってしまう。その周りが
こんな風に輝くじゃないか，とまぁこういう姿であります。こうい
うのを望遠鏡で見る。それからセンサーでとらえるということによ
ってこうやって見ていくと。その白色矮星というのは例えば，シリ
ウスの横にあるのであったり。それから，先ほどから言ってますそ
のNASAの悪口ですが（笑）ハッブル宇宙望遠鏡のスマッシュヒッ
トというのがかつては出ました。こんな綺麗なのが撮れるんですよ
というね。大気の揺れ大気の揺らぎがなくて，くっきりと高解像度
で，いろんなのがこう見えますというわけです。それ以外に今日も
先ほどお話ししたことで言いますと，それ以外の波長で見た時の姿
というのもこれまた美しいものでありまして，X線観測衛星のチャ
ンドラというのが国際 光
ひかり
年，これは2015年がそうだったんです
けれどもそれの記念画像ということでいろんなものを撮っています。
この時のM51だと，これの一番端はX線。その次の青いのが紫外線。
緑のが可視光線，これはハッブル宇宙望遠鏡。それから赤いのが赤
外線。こういうのを組み合わせると，こんな風に見えるんであると
（図3）。その綺麗といえば綺麗なんですけれども，これによって
M51という銀河のどこでどういう活動が起こってるかというのが
見えるという意味では，単に美しいだけではなくて，いろんなこと
が分かってくるのだな，ということであります。
…時間があんまり無いようですね。しかも私X線嫌いやと言うて
たのにね（会場笑）。これに時間を割かずに…しかしまぁX線天文学
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だったらM1だよな，かに星雲だよなと思うのでこれをお話ししま
すと，藤原定家の『明月記』にも書かれている超新星爆発が起こっ
た後で，いま我々がこういうのを見ているのだということですね。で，
このX線画像のここを拡大しますと，あんな風に見えると。で，そ
れだけではなくて，実はそれをさらに拡大してやると…リアルタイ
ムで，この周りに，星雲が動いているような様子だってこう見えて
くる11。こんなのもちゃんと見えるんだということであります。
で，X線嫌いだ嫌いだとずっと言ってる理由の一つは，天の川銀
河の中心核のブラックホールがこんなふうに見えるんだと言いなが
ら，これはまぁX線の画像なわけですけれども，実は赤外線だって
見えるんだ，ということでですね。しかも赤外線で見えるその見え
方は，こういう割と人工的な色をつけたのじゃなくて本当なんです
よというのがあるので，これを最後にお話ししたいと思います。
もしも可視光線で見ると。天の川の，この中心部というのは，こ
んな風に，ほとんど見えません。暗ーくなってしまってるわけです
11 かに星雲の中心部
にある中性子星が回転し
ている様子は，例えばチ
ャンドラ宇宙望遠鏡のホ
ームページのギャラリー
（CrabNebula:TheCr
abinAction&TheCa
seofTheDogThat
DidNotBarkhttp://
chandra.harvard.edu/
photo/2011/crab/）な
どで見ることができる。
図3　約3000万光年離れた渦巻銀河M51の多波長合成画像。 (a)チャンドラ宇宙望遠鏡によるX線像
（紫）　(b)GALEX宇宙望遠鏡による紫外線像（青）　(c)ハッブル宇宙望遠鏡による可視光像（緑）　(d)ス
ピッツァー宇宙望遠鏡による赤外線像（赤）の重ね合わせ。[Credit:(a)X-ray:NASA/CXC/SAO;(b)
UV:NASA/JPL-Caltech;(c)Optical:NASA/STScI;(d)IR:NASA/JPL-Caltech]
(a) 
(c) 
(b) 
(d) 
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ね。だけどそこの部分を赤外線で見てやるとちゃんと星の大集団が
ここに見えてくると。拡大しますとこんな風になっているんですね
（図4）。ここんところにこうやって見えてくる。まぁ要するに，赤
外線だと宇宙の塵にあんまり邪魔されずにザーッとこう，見通して
遠くまで観測できるというわけですね。そしてそれをさらに拡大し
て，すばる望遠鏡で見ると，こうやって星がうじゃうじゃあるのが
ちゃんと見えてくるというわけですね（図5）。またまたアメリカの
人々がこれをちゃんと綺麗な画像にしてるわけですけれども。実は
ですね。赤外線で見た時の，赤外線の短い波長，普通の波長，それ
から長い波長，というのをちょうど青・緑・赤に割り当てるとです
ね，これはまあ私たち赤外線天文学者は「これは本当のカラーだ！」
と言いたいわけです。こんな風な綺麗な画像が見えるというわけで
すね。こういうのを例えば私どもですと，いっぱい撮っておりまし
て。星が生まれているようなところではこんな風に見えてくるとい
うわけであります。で，そういうのを見ますと赤外線で見た暗黒星
図4　赤外線で暗黒星雲を透かして見た銀河系の中心と星の誕生現場（©名古屋大学・国立天文台）。
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雲ですとか，それから星が生まれているところ，こういうのが非常
に綺麗に見えるではないか！　ということをお話しして，とりあえ
ずアートという意味では，「赤外線天文学バンザイ！」と言いなが
らおしまいにしたいと思います。
それから最後に一つだけ。こういう，最新のテクノロジーを味方
にして宇宙を探る口径3.8mの「せいめい望遠鏡」を我々岡山に作
っておりまして（口絵写真2），これは観光という意味では，ぜひこ
ういうところもお訪ね頂けたらなぁと思っております。以上であり
ます。
司会：はい。どうもありがとうございました（会場拍手）。さすが長
田先生，3.7分に一回の笑いを…いやいや数えていませんが（笑）。
ありがとうございました。ではパネルディスカッションまで10分
ほど休憩にしたいと思います。またお集まりください。
図5　（左）銀河系の中心領域の近赤外線画像　（右）左図中央の四角で囲ま
れた領域の拡大図。中心の丸の中にブラックホールがある。上はブラッ
クホールが暗いとき，下は輝いているとき。（©京都大学・国立天文台）
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パネルディスカッション 「宇宙を伝える」
尾久土：第2部のパネルディスカッションに入りたいと思います。
パネルディスカッションのテーマは「宇宙を伝える」です。4人の
方に登壇して頂きます。私はこちらでまとめ役として司会を務めます。
（冒頭なのでパネリスト4人はどうしようかなとまだ着席せず進行を待っている）
尾久土：…まぁ座ってもらってもいいかな（笑）。
（パネリスト4人着席）
先ほどお話し頂いた黒田さんと長田さんに加えまして，パネルデ
ィスカッションではさらに二人登場します。一番最初に挨拶しまし
た中串准教授，ユニットリーダーで，惑星科学者です。彼は自分で
紹介すると思いますが，科学を伝えるということに非常に興味を持
っています。秋山さんからも紹介がありましたが口からトランプを
出したりとか（会場笑），サックスを吹いたりとか，多趣味でしてね。
伝えることに関してはプロフェッショナルかなと思っています。そ
れから，こちらの一番端にいる学生の米澤君ですけれども，私と中
串の二人でやっている「科学文化ゼミ」。科学文化ゼミって，なん
で観光学部で科学なのかといったら，観光する場所には歴史資源が
あったり，いろいろな文化的な観光資源があるんですけれども，じ
ゃあ宇宙だけじゃなくて科学全般を文化にすれば，科学も観光資源
になるよね，そういうことで科学を文化にしよう！　というゼミを
やっています。その中で今，4回生で，もう就職も決まっているん
ですが，彼は一番公開天文台とかプラネタリウムとかいろんなとこ
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ろに通ってますので，伝えるということを彼自身がやっているとい
うよりは，「伝えている現場」をよく見ている。それから彼以外の
他の3人と私を含めてですが，どっちかというと市民の人たちから
ちょっと浮いたところまで来てしまった立場にいますので，市民に
一番近いところからコメントしてもらいたいなと思ってます。
それではよろしくお願いします。黒田さんと長田さんには先ほど
お話し頂いたので，まず最初に，まだ話していない中串さんから，
まず自分は何者かっていうことを言った後に，今日のお話にちょっ
とツッコミとか入れて頂ければと思います。笑いは適当にとって頂
ければ。（会場笑）
中串：…わかりました（笑）。
改めまして中串と申します。観光学部に在籍してるんですが，惑
星科学の中でも惑星気象学というのが本当の専門です。元々，長田
さんがいらっしゃる京都大学の宇宙物理学教室の出身で，先ほども
ご講演の中に出ていたもうすぐ100周年が見えているあの花山天文
台で学生時代いろいろやってました。それから，同じく附属施設で
飛騨天文台というのが飛騨の山奥にあって，そこにもちょくちょく
行ってました。ただね，僕が観測に行くたびに，なぜか雨が降るの
で（会場笑），僕が飛騨天文台に行くよと連絡すると，どうせ観測で
きなくなるからって現地スタッフが夜中にみんなで手打ちうどん作
るための粉やら何やらを買いに行く，というぐらい，仲間内では雨
男扱いだったんですけどね。気象学の人間が雨男とか言うててええ
のかという話もありますが（笑）。
惑星科学というのは，地球科学と割と近いところがありまして，
なので片足は地球で片足は宇宙に突っ込んでいると，そういう感じ
の専門です。なので観光学部のお仕事としては，今は，「天文学者・
惑星科学者にもできる観光」という感じで，「ジオツーリズム」と
いうんですが…何と言うのかな，「地球すごいなぁ！」と思えるよ
うな観光というのが，あちこちで行われてまして，そういうのを研
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究対象にしています。
そういう研究活動の傍ら，普及活動というのも割と一所懸命やっ
てきたつもりです。ですので今でも天文教育関係でもいろいろやっ
ているんですけれども，そういう活動の中で，科学の世界と，科学
と関係なく…というか科学に関係ある人も関係ない人も住んでいる
「社会」と，それらの間で，いろんなことが起こっているわけです
けれども，そういうのを扱う学問があるんです。「科学コミュニケ
ーション」っていう名前がついているんですけれども，そういうと
ころも，いろいろ考えたりとか，やってみたりとか，実践的研究と
言うんですかね？　そういう活動をやっています。イメージとして
はこんな感じですね（図1）。「科学」の世界と，そういうのと関係
ある人ない人ひっくるめた「社会」とがかぶっていて。この間で…
大体普及活動というのはこんな感じですよね（図1右向き矢印）。科
学の方から一般の人に，知っている人から知らない人に向けて，し
ゃべると。でも最近はそれだけじゃなくて，社会の方から科学の側
に，いろいろリクエストを上げるとか，あれはなんやねん説明しろ
という話があったりとか，あれせぇこれせぇと言うたりとか，（図1
の左向き矢印）が出てきた。こういう両方向の相互作用があるよねと。
そこの間でいろいろ，もやもやもやっと，いろんな問題が生じてき
たりするんですね。例えばインチキ科学とか。そういうところを扱
図1　科学コミュニケーションのイメージ
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うような仕事もやっています。ということで今回はそういう「科学
と社会の間のもやもやしてること」を考えてきた立場で，パネルデ
ィスカッションに臨めたらいいかなと思っております。
で，一応，個人情報ですが…大阪出身で今年で43になったとこ
ろですね。実は和歌山大学では教員ロックバンドでキーボードを弾
いたりサックスを吹いたり。他には，黒田さんが星のアルバムを作
ってらっしゃったとおっしゃってましたけれども，僕も実は曲作っ
てたこともありました。もちろん売りもんじゃないですけどね（会
場笑）。あと和歌山大学で手品サークルMagicians’ Circleの顧問を
やっています。さっきから言われてますけれども口からトランプが
こんなふうに（口からトランプ出てくる）（会場笑&拍手）。ありがとう
ございます（笑）。まぁそんなこともやってますということです。
自己紹介としては以上なんですけれども。…こんなんでいいんです
かね（笑）。
で，まぁ今まで皆さんのお話を聞いていて一言ということですけ
れども。
まず長田さんに伺いたいなと思うんですが…X線の話とか赤外の
話とかご紹介頂きましたけれども，実はそういう話をする時って，
目に見えない波長の光の話をするわけですよね。それ実はすごく難
しいなと僕はよく思っていて，例えばそもそも赤外線が光の一種だ
と思っている人が少なかったりするんじゃないかなと。あるいはX
線が光の延長線上にあることも，おそらくみんな頭の中で話があん
まりつながってない。そういうところをどう説明されるのかなとい
うところがちょっと興味があります。
それから長田さんのお話に関して先にもう一つコメントですが，
京大の活動として「お寺で宇宙学」というのが磯部さんがされてい
る活動として紹介されていました。あれ実は僕も出たことがありま
して。やっぱり宗教的な世界観とか宇宙観とか，そういうのと本当
の科学的な…別に宗教がウソというわけではないんですが，宗教的
part II　パネルディスカッション　宇宙を伝える
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な世界観と科学的な宇宙観というのがどう譲り合い，分かり合い，
をするのかなと，そういう点でなかなか刺激的なイベントだったな
と，そういう記憶がありますので，見かけたら是非皆さんも行って
頂きたいなと思っております。…まぁこれは質問じゃなくてコメン
トなんで置いといて，まず赤外線やX線の話から行きましょうか。
長田：例えばX線とか赤外線で見た時にどう見えるか。確かに難し
いですね。ちゃんと伝えられているかどうか，よく分からなくて。
私が一回びっくりしたというか衝撃を受けたのは，電波望遠鏡の画
像を出しましたけれども，「電波望遠鏡でこうやって観測している
んですよ」と言ったら，「でも，電波を発射してそれが返ってくる
のをレーダーで受けたってそんなの時間がかかりますよね」と。（一
同「ああ…！」感嘆と納得の空気）そういう質問を受けたんですよね。
あぁそうか，そんな風に受け取られるんだな，と思ったわけです。
やっぱり電波って言うと，放送するにしても，データ通信にしても，
やり取りだと思われるわけです。まぁもちろんやり取りではあるん
ですけども，向こうが出したものを一方的に受けるという，（目で
見えてる）光とほとんど同じことをやるんですよというのがやっぱ
りパッとは思いつかない。それは当たり前かもしれないんですよね。
だから今日はぱっぱっぱっとお見せしてしまいましたけれども本当
は，元々は赤外線はいかに発見されたか，というようなところから
話を持っていくのが正しいんだろうなあと思うんですね。赤外線が
いかに発見されたか，というのは実は，赤外線天文学の父・ハーシ
ェルが太陽からの光をプリズムで分けたら青でもなくて黄色でもな
くて赤でもなくてさらにその外側の，光があるようには見えないと
ころで，温度計がすごく上がったんですよと1。だから，太陽から
は赤じゃなくて赤外線という，光みたいだけども我々の目には見え
ない，それが来てるんですねと。というところをまず押さえて。そ
して，我々が今持ってるデジカメは赤ぐらいまで見えますが実は，
もうちょっと外側の，我々の目には見えない赤外線まで見えてるん
1 FrederickWilliam
Herschel（1738-1822）
 天文学者。赤外線の発
見のほか，天王星の発見，
天の川銀河が円盤状であ
ることの発見など数多く
の天文学上の業績を挙
げたことで有名。また音
楽家としても知られる。妹
カロライン・ハーシェルも
息子ジョン・ハーシェルも
天文学者として活躍した。
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ですよ…それをもうちょっとさらに長い波長まで行くと，こんな素
晴らしい絵になるんですよ…という風に言えばなんとなく，うまく
ごまかすと言うか（一同笑）そんな話をしているんですけどね。
中串：なるほど。最初のハーシェルの光がないはずのところで温度
計が，っていう話，いろいろ使えそうですね。ありがとうございます。
それから黒田さんのお話について。いろんな話題を頂いたんです
が，序盤のあたりで出てきたと思いますが，いろんなオーディショ
ンの場で，どうして物理学を学んでいるのにこんなところにいるの？　
と面接担当の人みんなから言われるというお話がありました。これ，
科学コミュニケーション的に極めて重大なことではないかと僕は感
じまして。というのはそのしゃべってらっしゃる面接担当の人にと
っては，「ここ」は，テレビであったりとか，「科学と普段は縁のな
い皆さん」のフィールド…その面接担当の人自身を含めたフィール
ドは，物理学は関係ないところだ，というのが前提にあるわけです
ね。物理学というものは「ここ」にはないという前提があるから，
そんな人がなんで「ここ」にいるの？　という言葉が出ると思うん
ですよ。ということは，そもそも物理学というものが，身の回りに
あると思っていない，あるいはもっと言えば，我々のような「物理
学な人」を，自分たちと同じ世の中の構成メンバーであると思って
いない，ということなんだろうと思うんですよ…そのセリフが出る
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ということは。だから何でそんなことになってしまったのかな，と
いうことが，僕も物理学出身なので，悲しいなぁと思いながら話を
聞いておりました。
黒田：たぶん…たぶん私の思っているニュアンスは逆で，せっかく
物理学科にまで進んだんだったらそっちの世界に行きなよ，という，
物理学を上げるような言葉だったと思うんですよね。だから，むし
ろ，難しくて俺たちには手が出せなかった「すごいもの」として物
理学を表現されていたのかなと思いました。
中串：なんでそういう人がここにいたらいけないのかな…いいじゃ
ん別に，っていう気がするんですけど，まぁその方にとっては，自
分が手が出ないにしても，そういうところの人々を自分たちの仲間
として認めていなかったわけですよね，たぶん。
黒田：う〜ん…。
中串：なんかすごくそこが寂しく僕は感じました。
長田：要するに「あなた大学まで行ってるんですか？」ぐらいだっ
たらわかりやすいんですが，そこでね，「大学で英文学やってるの？」
それでここに来たということだったらね，別にそれで変だとは言わ
れないと思うんですよ。それが物理やってるって言うと途端にそう
なるというのが，やっぱり確かに，寂しいとおっしゃるのは何とな
くわかりますねぇ。
尾久土：ありがとうございます。このグループは私がいなくても，
仲良く話している（会場笑），話が進んでいくんだろうなあと思って
いますが。
たぶんそこに出てくるのは日本の教育制度とか，理系文系ってい
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う，中学高校から分かれてやってるその文化ですね。海外やったら
ロックミュージシャンが科学者で博士号持ってるとかっていうこと
もありますし2，まぁこれは日本独特の文化かなと思います。
それでは。…僕もちょっと緊張しますが，うちの学生がしゃべる。
米澤君よろしくお願いします。
米澤：すごい方々に囲まれて，すごく場違い感があるかなって思っ
たりもしてるんですけども。ご紹介にありました観光学部4回生の
米澤樹です。観光学部ということで，おそらく一番みんなに近いの
かなと思いまして。
さっきの「物理を仲間に入れてない」という話があったんですけ
れども，僕は高校生の時は，もう物理は日常生活にないと思ってい
ました（会場笑）。なのですごいオーディションの方の気持ちがわか
るなと思いました。正直ですみません（会場笑）。
で，なぜそういう人がここに呼ばれたか。尾久土先生と中串先生
のゼミに所属していまして，個人的に物理はちょっとアレでしたけ
れども（笑），理科が好きで，それの派生として，星空の写真をと
ったりすることを趣味としていたりしています。星を綺麗に撮ると
いうことは星の知識が必要だったり，ということでよくプラネタリ
ウムに行ったり天文台に行ったりしていました。また大学で学芸員
資格というものが取れまして，その実習で，みさと天文台に実習に
行かせてもらって，実際に「伝える」という現場がどのようなもの
なのかというものを見てきました。また尾久土先生の講演にありま
したペルセウス座流星群のイベント，1,000人以上来たイベントで
も望遠鏡の担当になったりということで，一応「伝える」というこ
とをしたのかなと思っています。最後に，4回生ということで卒業
論文でも公開天文台，天文を伝える施設を調べようかなと思ってお
りまして今頑張っております。自己紹介は以上です。
で，コメントを…
2 イギリスの伝説的ロ
ックバンドQueenのギタ
リスト，BrianMay氏の
こと。2007年8月に惑星
間ダストに関する研究で
博士論文を提出し，2008
年5月に天体物理学の博
士号を授与されたことで
も有名。
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尾久土：ツッコミ。
米澤：（笑）…コメントなんですけれども。
「伝える」ということに関して，私がすごい大事だなと思ってい
るのは視覚情報かなと思っています。特に観光地に行くとかいうこ
とに当たっても，写真を見たりガイドブックを見たりというのが，
すごい行くきっかけになったりするのかなという意味で，黒田さん
の“MEZAME”って言う衛星カメラ打ち上げるっていうことがす
ごい気になりました。で，その衛星でこういう写真が撮りたいって
いうような今後の展望みたいなものってありますでしょうか。
黒田：はい，ありがとうございます。そうですね…例えばですが，
定期的に人面魚とか人面犬とか流行るじゃないですか（笑）。だから，
空から見た時に，人の顔に見えるだとか，何か面白い…何か犬が立
ってるみたいに見えて可愛いとか，そういう地球の隠れた知られざ
る風景が探せたらいいねとメンバーで話していました。でもそれだ
ともしかしたら，今ある衛星と変わらないかもしれませんね。やっ
ぱりロケットが打ち上がってくるところって，地上から打ち上がっ
て「行く」，は見られるけれども，打ち上がって「来る」，というの
はなかなか見られないものだと思うので，そういうものも捉えられ
たら楽しいだろうなと思っています。
米澤：今そういうのはCGとかばっかりで，本物の写真って，やっ
ぱり強烈なインパクトがあると思うので，すごい実現してほしいな
と思いました。
黒田：はい！　ありがとうございます。
尾久土：（米澤君に）…終わり？
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米澤：…。（無言でうなずく）
（会場笑）
米澤：すいません，緊張しております。
黒田：あはは（笑）
米澤：長田さんの方も，同じ切り口になってしまうんですけれども，
やっぱり視覚，見えるっていうことが大事だと思っていて，赤外線
っていうものは可視光線，見えるものじゃないので，それを見える
形に伝えるっていうことで何か取り組みっていうものはあるのでし
ょうか。ちょっと知識がないものですごい質問だと思うんですけれ
どもお願いします。
長田：はい。実は，今日お見せした赤外線の画像っていうのは，最
後の方にパラパラパラとお見せしましたけれども，あれは日本が南
アフリカのケープタウンから300kmぐらい南に行ったところに南
アフリカ天文台というのがありまして，そこに日本が建てた1.4m
望遠鏡というもので撮影したもので，それは1.4mという口径だか
ら大きいといえば大きいんですけれども，でも私たちが今作ってい
る3.8mとか，すばる望遠鏡の8.2mとかと比べると全然しょぼい
望遠鏡なわけです。しかしまぁその1.4mという望遠鏡を一人で振
り回すことができて，それで赤外線で撮影ができると。そういう意
味では，私ぐらいの人間であったり，大学院生にとっては，夢のよ
うな施設でもあるわけです。とはいえ，それを分光器で細かく，赤
外線をわーっと分けて，っていうようなことはできない。あんまり
やっても意味がない。そういうのは8.2mのすばる望遠鏡に任せる，
とかね。そういう意味でパシャパシャパシャパシャと，星が生まれて
いるような所を撮っていったのが今日お見せしたものなんですね3。
3 天体からの（見えな
いものも含めた）光を，（波
長の）成分に分けて調べ
るのではなく，ある特定の
赤外線の波長（色）だけ
を通すフィルタ （ーサング
ラスと思えば良い）を通し
て「像」を撮る，という意味。
part II　パネルディスカッション　宇宙を伝える
63
それは赤外線を，先ほどもちょっと申しましたけれども，青と緑と
赤とに割り当てると，こんな風に見えるんだ！　すごいなぁ，と思
って，面白いからそういう風にお見せするのもそうなんですけど，
それ以外にもそれの効用というのがあるんです。先ほど暗黒星雲と
いうのもお見せしましたけれども，あれで実は光とか赤外線を遮っ
ている星間物質の性質が，可視化することによって，あぁそんなこ
とだったんだと。（「像」ではなくて）グラフでこう…描くとそれはわ
かるんですけれども，でもそれを，パッと見た瞬間に，これはなん
かこう赤いところ，つまりそれは波長が2.2µm…目で見える赤い
ところでもなんでもないんですが…その赤外線で一番長い波長のと
ころがこうなってるんだなぁということが，ワッとまず分かるわけ
ですね。だから，我々人類はその視覚情報というのが一番アタマに
直結してるのかもしれませんけれども，そういう意味でやっぱり自
分らでも「凄いなぁ」というふうに思っているものを使って，なる
べくそういうのを…の感動を，お伝えできればなと思っています。
というような…（会場笑），あんまり答えになってないかもしれな
いですね（笑）
米澤：いやーすごい新しい「目」を手に入れるみたいなことかなと
思って，すごい壮大だなと思いました。
尾久土：今うちの米澤君が言ったことは実は観光にとって非常に重
要なキーワードを言ってまして。私たちは長年観光学部にいるので，
ちょっとは観光のことを語れるんです（会場笑）。皆さんも，観光と
いうもののきっかけを考えた時に，写真とかビデオとかつまり絵が
映像がきっかけになってテレビで見た，映画で見た，雑誌で見た。
それがきっかけで，そして実際にそこに行って「あっ，おんなじや」
と。実はそれが「観光」という行為だと言われています。そういう
意味で今言ってたような，皆さんが映像化してる，映像にし始めて
いるってことは，人々の好奇心を強めるには一番重要な道具かなと
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思っています。
それから長田さんのおっしゃってたああいう研究成果の美しさの
中には，二つ，僕はあるのかなと思っています。一つはその中にあ
る中身も含めて美しい。例えば私達スペクトルを見て「あー綺麗や
なぁ」とか言ってる。単なるグラフなのに美しいって言ってしまう。
うん。それからもう一つは，自分で作った装置，自分達で立ち上げ
た装置で，できた絵の美しさ。それはその美しさの中に自分たちの
今までの思いがいっぱい入ってる。私たちも電波望遠鏡を自分たち
で作って，天の川のこういう腕をね。自分たちの望遠鏡で出した時
に。「あー綺麗やなぁ」と。それはもう大きな海外の望遠鏡で見た
方がよっぽど綺麗なんですけれども，でも自分で作ったこれが一番
綺麗だとか思っちゃいますよね。たぶんそういうこと。二つあるの
かなと思っています。
今日のお二人のゲストにもちょっと。お互い，自分の話以外，あ
りますので。ツッコミを入れて頂こうかなと思いますので。先にど
うしましょうか。長田さんから行きましょうか，はい。
…私に突っ込まなくてもいいので（会場笑）
長田：（笑）ツッコミと言われても私はとにかく感心して聞いてい
たので（笑）…そうですね…，実は今回，宿題をしてきまして，何
年何月生まれとかいうのを見ていたら実は私の長男と（黒田さんが）
2ヶ月ぐらいしか歳が離れていないということで，うちの長男こん
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なことしゃべれるだろうかなーとか（会場笑）。長女の方はそれから
2年ちょっと後なんですけれども，そっちは理科系なんですね。先
ほどお話にもありましたけれども，文系理系というところ自体がお
かしいなと自分でも思っているんですが，長男の方も理科が好きだ
ったはずだったのに，高校では物理の点が，取ってきたら8点とか
ね。「何点満点？」って聞いたら100点満点やとかいう感じだった
んですよ。私自身も高校では物理とかあまり好きじゃなかったんで
すけど。それから数学が不得意でですね。本当に高校…いや中学ぐ
らい？　高校からかな？　大学でもすごく苦労したのであります。
そこで，まずは，理科が好きという人が，やっぱり，物理をやりた
いとか，それからさらに宇宙に，とかいうのになっていくにはどう
すればいいんでしょう（笑），というのが（会場笑）まず，聞きたい
なと思ったんですが。
黒田：どうすればいいんでしょうね。うーん。好きと得意がどっち
が先なんだろう，ということはよく考えましたね。好きだから得意
なのか，得意だから好きなのか…。高校のとき，私が物理学科行こ
うと思うんだよねと母に話したところ，母が「あんた就職ないで」
と（一同笑）。そういうバッサリした一言を言われたんですね。学問
の専門を経てそれを踏まえて就職する，例えば医学部とか弁護士と
かの専門職はそれにあたると思うのですが，今の時代，人生100年
時代で，ずっと同じところに勤めることにも疑問を感じる時代にな
った中で，そこまで「大学で学ぶことがゴール」でもないなと思う
んですね。と同時に，そこで学ばなくてもいいけど，シャッターを
降ろさないで欲しいな，という気持ちは，ありますよね。例えば何
かニュース…例えばノーベル物理学賞が決まりましたっていうニュ
ースだったり，物理が身近な人でなくても物理のことをふと考えて
みるタイミングってあると思うんですよね。そういう付かず離れず
が繰り返される日常の中で，嫌いだ，ということにならなければい
いかなと思うんです。嫌いにならないようにするにはどうしたらい
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いか。うん…やっぱり教えてくれる人が楽しそうに教えてくれたら
好きになるのかなとも思うし，…全然何も答えになってないんです
けど（笑）。
長田：いえいえいえ，そもそも質問がかなり漠然としていたんです
けども。むしろツッコミという意味で言うと。どうしても，…あ，
またまたこんなに宿題をしてきたんですよ，という自慢をしますと
（笑），「初めての化学」でしたっけ？　放送大学の。見ました。
黒田：ありがとうございます！
長田：私は本当感激したんですけれども，それこそ黒田さんの美し
い指が，酢酸ナトリウムの三水和物のところに，こう，行くと，そ
の周りに結晶がうわーっとできると4。ね？　ついこないだ放送し
たところのね，見たんですよ！（一同笑）
で，それの時に演技として，「私は何もわかっていないんですよ」
であったり「私はちゃんと賢いんですよ」であったり，まぁあるん
だろうと思うんですけど，やっぱりそれによって多少落ち込んだこ
ともあるんですよとおっしゃっていたので，それは意外だなぁと言
うか，そりゃ人間だから当たり前なのかなとも思ったんですが。
黒田：そういうことで言うと放送大学のスタッフさんとは，その場
で打ち合わせをしながらコメントを考えて行くので，本当に自分が
知らないことは知らないって言っていますし，知ってることは「こ
れ習ったことあります」という風にやらせてもらえるので，全くス
トレスがないんですよね。むしろ結構昔に経験した，バラエティ系
のスタッフさんは，ここで笑いを取るとか，ここでこう感じてほし
い，というふうに狙って作っていくんですね。作り方が全然違って，
その絵にするにはこの人にこうあってほしいっていうのが結構濃厚
にあるわけなんです。それが例えばドラマとか映画とか，フィクシ
4 酢酸ナトリウム三水
和物をお湯にとかし，室
温まで冷ますことで酢酸
ナトリウム水溶液の過飽
和溶液を作る。そこに振
動などの刺激を与えると
酢酸ナトリウムの結晶化
が一気に起こる。「酢酸ナ
トリウム結晶」などと検
索するとこの実験の解説
が多くヒットする。
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ョンであれば，その役としての意思があるので，自分の感情と切り
離して考えることができるのですが，自分の名前で出演するときは，
自分はそんなこと思ってないのに求められてやってしまう，という
ことを続けてしまうと，やっぱり長くは続かないかな，と思いまし
た。やっぱり正直に生きるのが一番だなと思っています，はい（笑）。
長田：それは全くそうですね。例えば今日ので言うと，私はX線嫌
いだとか言うてましたけど，そういうのはウソでありまして（会場
爆笑），笑いを取らな！　と思って言うただけで，X線の論文も書い
てますし友達もいっぱいいるんですよ，はい（笑）。
尾久土：ありがとうございます。私もNHK大好きでほとんどNHK
しか見てないですし（笑）。
それでは，黒田さん，今日のお話を振り返って，お願いします。
黒田：はい。長田先生も尾久土さんも，お二人に共通することなん
ですけれども，いろんなお話が舞い込んでくる方々なんだなという
ことを，今日お聞きして改めてわかりました。なんでそんなにお茶
目になれるんだろう（一同笑）。二人ともなんだか可愛らしいって言
うか。大学の先生ってやっぱりいろんな経歴の方がいらっしゃると
思うんですけれどもね。普通はきっと，大学生になりました，…次
なんでしたっけ，修士に行きました，博士に行きました，准教授に
なりました，…
中串：途中に任期付き研究員とかいろいろ大変な時期もありつつ…
黒田：（笑）いろんな人生の分岐点を学問，学問，学問，って選ん
でいるような人が多いんだろうな，と勝手にイメージしていたんで
す。社会的に見ると，こう偏ったと言いますか，そこを突き進み過
ぎて，何か変わった方が多いんだろうなっていうイメージ。でもお
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二人は共通してバランス感覚がいいと言うか，バランス感覚がいい
から笑いにできて，とか，何分間に1回わっと笑いにできて，みた
いな（一同笑）。どういう人生の歩みをしたら（笑），そんな風にな
れるのか…。元々なのか，何かきっかけがあったのか，そのお茶目
さはどこから来るのか…（笑）。
長田：やっぱり大学の教員というのはいろんな方がいるとは思いま
すが。でも割合典型的なのは，確かに，まさにその，学部を卒業し
た時に大学院に行ってしまったと。そして大学院を出た時に，私も
そうですが研究員としての職がなかったのでいろんな所にアプライ
してですね，ハワイ大学でNASAに拾ってもらったとか，そうい
うのがあったわけですね。そのあと今度は大学の助手になって，助
教授になって准教授に名前が変わって，とか言うとなんか，いかに
もエリートでポンポンポンときたみたいな言い方になるんですけど
もそれは全くウソで。大学院を出た時も…その前に大学を出るとき
も，留年をしてですね，大学院の試験落っこちましたからね。それ
で大学院を出た時も，僕は日本に全く職がなくて，海外にいっぱい
自分の経歴を書いて…当時はエアメールで送って…っていうことを
してたわけですね。なぜわざわざそういうことをしたのかというの
は，…確かにそういう意味では変わってたんだと思います。それこ
そうちの親から「そんなもん就職できるわけないやん」みたいなこ
とを言われたり「お前，大学まで行って何でそんなことするねん」
というようなことを何回か言われたわけですね。だけど，そういう
人間がかなり教授になっている，というのは事実だと思うので，世
間の常識がなかったりすると思うんですよ。私自身もないというこ
とはうちのかみさんからいっぱいいつも言われております（笑）。
なのですけれども，その中で，ある種の人々は，すごく数学の才能
があったり…私はそういうのはないんだけども，例えば私の場合だ
ったら，望遠鏡を組み立てる方でちょっとは一所懸命はんだ付けし
たり，ボール盤操作したり旋盤操作したりすることもやってたとか，
part II　パネルディスカッション　宇宙を伝える
69
そんな方向のことが，割合，天文学者の中でもなかったから，そっ
ち行って，なんとか今の地位がある，みたいなのがまぁあるわけで
す。だから本当に様々だと思うんですけれども，でも，普通の人間
ではあるので…と言うか，その分野の一番上のレベルの人というの
はそりゃそういうのもいたって当たり前じゃん，というのはあるけ
れども，私は昔から人を笑わせるのは好きではあったし，できれば
今のあのトランプを出す方法も習いたい（会場爆笑），なので，えーと，
そういう人間がたまたまいま赤外線天文学をやっている，というこ
とだと思います。ただ，私はむしろ，尾久土さんのいろんな活動と
いうのは本当に感心したんですよ。いろいろお聞きしたいと思って
います。
尾久土：それこそ私は普通の大学教員の道は歩んでない。回り道と
言うか。大学教員から言うと回り道だし，一般の人から見たら「あ，
ひょっとしたら自分も大学の教員になれるんちゃうか」と，そうい
う道を実は歩んできてます。修士課程も社会人で修士取りましたし。
博士も社会人で博士取って。修士は29歳の時，博士は41の時，と
いう形で働きながら，で何か行き詰まった時にちょっともう1回勉
強しようか，って言ってそういう感じで勉強すると，目の前に世界
が広がってきて，そこにポーンと飛び込んだら，高校の教師やって
たんだけど西はりま天文台の立ち上げに参加して，西はりま天文台
で頑張ってると，神戸で地震があっていろんな計画がストップした
時に…その時ちょうど，教員出身で天文学会に入ったので，自分の
特技がないんですよ。東大，京大を出て博士課程まで来た人達とい
きなり出会うわけですね。その時に自分にできることなんだろう，
といった時にその時に一つやったのが教員出身だから。天文教育。
教育だったら負けないよ。っていうことと，それから，昔からコン
ピューターが得意だったので，天文教育の，たぶんコンピューター
だったら負けない。という風にそこに特化して，走り出すと，天文
の人達って派閥ないじゃないですか，あんまり。これね，経済学部
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とかだとほんと大変なんです（会場笑）。マルクス経済主義の人と，
何とか主義の人と…主義が違うと口もきかない。これが天文とかや
ってると，みんなでプロジェクト組んでやるんで，得意分野を持っ
ていると声がかかるんですよ，いろいろ。私はものづくりとか，そ
ういうソフトウェアを作ったりするとか得意だったんで，そうする
と自分に声をかけてくれる。嬉しい。という感じで友達が増えてい
って，その中には，知らない間に天文の枠を超えてミュージシャン
が友達になったり他にもいろんなところの人が友達になったり，そ
ういうことかなぁと思います。だから他の分野に比べて言うと，例
えば天文学会はひとつしかないですよね。物理だったらなんとか物
理学会っていっぱいあって。観光の学会もいっぱいあるんですよ。
観光学術学会。日本観光なんとか学会。観光情報学会，観k…言え
ないですけどいっぱいある。天文は天文学会だけ。それでみんな顔
と名前を知らなくても，このグループやな，ぐらいはすぐわかるん
ですぐ仲良しになれる。そういうところで育っているのと，それか
ら，私たちの分野に比較的皆さん興味がありますよね，宇宙の話っ
て。だから他の分野に比べたら，いろんなところで市民の前でしゃ
べる機会がたぶん多いですよね。天文学やってるだけで，なんか講
演会に呼ばれるんですよ（笑）。そういうところで皆さんに育てら
れてる。鍛えられた。特に釜ヶ崎のおっちゃん達には鍛えられる。
本当に酔っ払ってですよ，酔っ払っててツッコんでくる。それにも
答えないといけない。そういう風なところで鍛えられてます。でも
天文やってる人って比較的市民の前でしゃべることが多いので，そ
れがひとつのお茶目なわけかなと思います（笑）。ありがとうござ
います。
…もうこの話題はそれでいいですか黒田さん。
黒田：はい。
尾久土：はい。
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黒田：あはは。
尾久土：じゃあ今日のテーマをちょっと。今日は「宇宙を伝える」
という話なんですけれども。皆さんでまとめてもらうんですが，そ
の前に，当初の時間はここまでなんですけれどももうちょっといけ
るということなので。
ここまで時間がぴったりきっかり来てますので，会場の皆さんに
質問する時間を取らずに来ましたけれども，最初の基調講演，活動
報告，それから今の話含めて，ここでちょっと何かコメントしてお
きたいとか質問しておきたいとかありますでしょうか。あ，はいど
うぞ。
質問者：本当の素人の興味本位の質問なんですけれども，長田先生
に聞きたいんですけれども，天体望遠鏡で見た画像とアートの話な
んですが，小さい時から天体とかの図鑑とかを見ていると，これは
しし座とかみずがめ座とか，そう，星座の絵がが出てきますね。先
生なんかは星をパッと見た時にそういう絵のイメージが浮かんでく
るんでしょうか。
長田：私自身は…浮かびませんねぇ（笑）。全然浮かばないです。
例えばオリオン座とかだと，いかにも三つ星がベルトだとかそうい
うのは分かるんですけど，あれぐらいのもんです。あとまぁさそり
座がちょっとこうなってて，ぐらいのもんですかね。やっぱりおお
ぐま座なんて言われても…。
質問者：たぶん100人に聞いたら99人がそういう答えになると思
うんですけども，教科書というか図鑑を見ますと必ずあの絵が出て
きますね。プラネタリウムを見に行っても。あの絵がどういう形で
いつ出来上がったのか興味があって，教えて頂きたいなあというの
が一つ。もう一つは，先生の講演聞いてますと宇宙学というのと天
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文学というのと，二つの言葉が出てくるんですよ。この二つの違い
というのはあるんですか。
長田：まず宇宙学と天文学に関して言いますと，たぶん我々が京都
大学の中で言っているのは，天文学と言った場合には，我々には届
かないようなところを，光だったり赤外線だったり電波であったり
X線だったりで，見ている。それはもう何億光年とか，場合によっ
ては百何十億光年向こうで，それの信号を捉えて，そこで何をそこ
で何が起こっているんだろうかということを推測している。物理学
を使って，科学を使って推測している学問が天文学。宇宙学といっ
た場合には，そういうのももちろん含まれるかもしれませんが，む
しろ飛び出して行って，そこへ人間だって宇宙に行けると。あるい
は探査機が実際に行けるぐらいの，その範囲というイメージが私に
はあります。
質問者：ということは，宇宙学の中の天文学というイメージ，捉え
方でいいわけですね。
長田：かな，と思います。
で，星座はどうもギリシャ時代から，それこそなんでWの字が
カシオペアやねん，と思うわけですけれども，その神話の世界を，
当てはめたものでありまして，それを20世紀の初めぐらいに，そ
れまで40なんぼかの星座と言うていたのを全天で88にし，しかも
空の中に星座がないとこがあると困るんで，全てちゃんと境
さかい
を作り，
国際天文学連合が決めて。その時にもちろん何丁目何番地とか，
XY座標でXだったらここYだったらこことかいう風にする手もあ
ったんでしょうけども，それじゃあ面白くないからと言うので，星
座のことが続いてきた歴史的なことを考慮して，88の星座にまと
めたと。そういう事情だと思います。
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質問者：そういうイラストにしたのは。
長田：あ，イラスト画は…国際天文学連合はこことここの境目がこ
うですよと決めて，そこにα星，β星とかいう風に明るい方から名
前を付けていくとしただけで，イラストは，ずっと歴史的に伝承さ
れてきたのがあるだけだと思います。
質問者：それはじゃあ大昔から出来上がったっていうんじゃなくて，
近代になってそういう学問を教えるために作り上げた…
長田：いや，私はだんだんできてきたと思ってます。イスラムなん
かの影響で，ギリシャからのとそういうのが合体して，17世紀，
18世紀ときて，…だと思います。
尾久土：ありがとうございます。
で，今のお話の中で，天文学っていうのと宇宙学，宇宙開発みた
いな。スペース（space）とアストロノミー（astronomy）っていうか，
そういう視点っていうのは，今日のテーマにつながってまして。例
えば皆さんにとっては私達はまだアストロノミーの方ですよね。自
分が地上に足ついて，宇宙のことを見ようとして，あの星綺麗やな
ぁとか。ところが黒田さんが目指してはるのは「そっち行きたい」。
今「そっちに行く」っていうのは，今の値段でチケット代が2,500
万円ぐらいだっけ？　それぐらいのチケットで，世界中で1000人
ぐらいが今飛び立つのを待っている段階で，まだまだ行けないし，
ZOZOTOWNの前澤さんはいったいなんぼ払ったんやろというよ
うなお金ですけれども5。でも皆さんの多くがそうだと思いますが，
普段あまり宇宙のこと考えてはらへん人にとっては，今日ここで宇
宙のいろんな話を聞いているっていうことも，非日常の空間で，宇
宙体験をしてるって言うか，そういう意味では天文観光されてるの
かなと思ってます。そういう，いい質問だったかなと思ってます。
5 ファッション通販サイ
トZOZOTOWNを運営す
るスタートトゥデイの前澤
友作社長が月旅行を発表
した件のこと。アメリカ西
海岸時間の9月17日夕方，
アメリカの宇宙ベンチャー
SpaceX本社で，イー ロン・
マスクCEOとともに記者
会見し，SpaceXの超大型
ロケット「BFR」での月旅行
の初の搭乗者として前澤氏
と契約を結んだと発表した
（参考：東洋経済オンライン
記事・ZOZO前澤氏「民間
人初の月旅行」に懸ける真
意https://toyokeizai.
net/articles/-/2382
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では最後にパネリストの皆さんにまとめてほしいんですけれども，
今日のテーマ「宇宙を伝える」っていうことについて，大切なこと。
あるいはこれからのご自身の活動に取って大切なこと。それぞれの
話の中でも言われたと思いますけれども，今日の話をまとめて，「宇
宙を伝える」というテーマで，それぞれちょっとまとめて頂けない
かなあと思います。
米澤君からスタートするのが一番気楽やろうと。だんだん言うこ
となくなってくるからね（一同笑）。米澤君お願いします。
米澤：はい，では一番乗りということで。伝えるのに大切なことっ
て言うとすごい固くて難しいなぁと思ってるんですけども。宇宙っ
ていうか天文っていうのは，実はすごい身近にあるものなんだろう
な，と最近思いました。そのきっかけは，時計って何で時計回りな
んやろと気になって，時計について調べたら，日時計というのが起
源だそうで。日時計っていうのは太陽の運行によって決まる。だか
ら日時計の影の回る向きも「時計回り」になる。ということで実は
普段使ってる時計っていうものも宇宙が関係している。それだけで
も宇宙は伝わるのかなと，思っています。僕からは以上です。
尾久土：…いいこと言うねぇ（会場笑）。
長田：（米澤君からのコメントが）素晴らしいのでその後で，困ったな
ーと思いますが（笑）。私はやっぱりあのリスペクトとおっしゃっ
てたのがとっても重要やなあと思うんですけれども，もう一つ付け
加えるとすると，自分のこのワクワク感を何とかして伝えると。自
分がやっぱり「赤外線愛」なので，望遠鏡で実際目で見るわけには
いかないけれども，センサーが捉えたのを見た，そのデータを見た
時に，あぁ，こぉーんなにすごいんだというのが，なんとか伝わる
んであれば，それをなんとかしたい。そのためにはしかし，自分が
やってきたこと6を皆さん絶対ご存知ないので，…ここんとこにこ
6 ここでは観測装置開
発のこと。
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ういう穴を開けてそれを1mmずらしたからこれができたんや！　
とかそういうことが自分の頭の中にはあるわけなんですけれども，
そうじゃなくて，いかに普通の生活をしている人にとって，こんな
にワクワクしながらやってるやつがおるんやなーということが伝え
られたらなぁ，と思います。
尾久土：ありがとうございます。
黒田：はい，そうですね。うーん…難しいですよね（一同笑）あは
はは。
私も長田先生がおっしゃるように，楽しんで伝えるということが，
まずは一番大事なんだろうなぁ，と思います。今日は何度も話題に
なりますが，皆既日食を見に行った時のこと。初めは隠れていく太
陽，出てくる太陽を撮ってみようと，カメラに収めてみようと思っ
たわけです。でもそれを撮っている人は世界に何万人もいらっしゃ
るんですよね。しかもほんとに，素人の方でもよいしょとすごい機
材を抱えて，海外の面倒な荷物検査を通過して気合を入れていらっ
しゃるんですよ。そういう方々を見ていて，一瞬撮ろうと思ったん
ですけれど，もう途中から撮るのをやめたんですよ。で，全力でそ
の場の雰囲気を楽しむことにしたんですね。そうしたら発見したこ
とがあって，皆既日食は自分の目で見るものが一番美しいんだとい
うことに気づけたんですよ。その時に一応どういう風に周りの明る
さが変わっていくかを撮りたくて。自分を含めた景色…あ，太陽は
ガン無視なんですけれど（笑），自分を含めた風景をくるくるくる
くる撮ってたんです。自撮りで。そうしたら天文カメラマンの人に，
あれは新しいって言われたんです。今まで太陽を撮ってきた人は何
万人もいたけれど，まさかそれを見て喜んでいる自分を撮った人は
初めてではないかと，お言葉を頂きました。なので，「どこに行く
かじゃなくて誰と行くかが大切」みたいな話がありますが，それに
似ているのかなと思います。天文現象も，どこで見るかより誰と見
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たかの方が心に残るような気がします。誰と一瞬の流れ星を共有で
きたか，それってなんだかとてもロマンチックで重要な感じがして
います。まずはやっぱり宇宙は難しくて遠いものという印象もある
ので，それを全部ひっくるめて，楽しんじゃう，それが私の伝え方，
です。ありがとうございます。
中串：最後で何をしゃべろうかなというところでもあるんですが…。
今日いろんな方々のいろんなお話を聞きまして，僕が今まで薄々思
っていたこと，思ってきたことは，正しかったなと，自分では思い
直すことができました。どういうことかと言うと，例えば我々も講
演会によく呼ばれるという話がありましたけれども，「あの人らは
難しい話をする人や」と思われがちなんですよね。じゃあその内容
をやさしく伝える，やさしく噛み砕いて言うたら伝わるかというと，
そうじゃないんですよね。そういう悩みを抱えながら普段仕事をし
ているわけですが，何が言いたいかというと，例えば，今日の黒田
さんの基調講演でも，パネルディスカッションに入ってからのお話
でもありましたが，自分にウソをつくような番組の仕事はでけへん，
正直じゃないとできないよね，長続きしないよね，という話もあり
ましたし，お子さんの頃から好きだったことがちゃんとあってそれ
が今につながっているというような話がありました。あるいは今回
長田先生にお越し頂きましたが，今回のこの，企画段階で，京大の
宇宙ユニットの方にどなたか登壇してくれる人はいないかと，知っ
てるメンバーとか，それこそ磯部君とかにね（笑），聞いてみたん
ですよ。そうすると，「長田さんがいいよ！」という風にすごく推
されたんですよね。長田先生がどんな風にしゃべられるのか，以前
にちょっとお見かけしたことだけはあったものの，あまりしゃべっ
たことがなかったので，どんな方なのかなぁと思ってたんですが，
今日のお話される様子を拝見していて，なんであいつらが長田先生
を推したのか，よく分かったというのが今日すごく思ったことなん
ですよね。さっきの黒田さんのウソつかない話と共通していて，や
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っぱり何が大事かなっていうと，中身をわかりやすくやさしく伝え
るということよりも，実はしゃべってる人が重要なんやなというこ
となんですよ。それがすごくよくわかりました。しゃべってる人が
楽しんでるということ，楽しんでる人が伝わる，その人そのものが
伝わる，ということがたぶんすごく大事で，人が伝われば，人の良
さが伝われば，中身が伝わるんだろうなあという風に思ったので，
宇宙を伝えるためにも，これからも今まで通り，僕は素直に居酒屋
とかで好き放題ありのままにしゃべろうかなと思っています（笑）。
特にやっぱり学者はね，普段から飲みに行って…普段じゃなくて講
演会とかでかっこいい話をするのは得意ですけれども，そうじゃな
くて普段の生活でありのままにろくでもない話をすることのほうが，
僕たちがやってることをわかってもらうためにはよっぽど大事，と
いう気がしました。そんなとこです。
尾久土：ありがとうございます。まとめて頂いて。今いろいろなお
話があったんですけども，やっぱり，中身を伝える。もう一つは。
楽しさを伝える。楽しいと人は集まってくる。仲間が増えてくる。
仲間が増えてくると，広がりも強さも大きくなりますので，その時
に私たちこれからもなるべく宇宙の話を，あちこちで楽しくしなが
ら，黒田さんも楽しくやりながら，仲間を増やしていきたいと思い
ます。今日は1時半からまず黒田さんにお話を伺い頂きまして，私
がちらっとお話をして（笑），京大の宇宙ユニットから長田さんに
来て頂きまして。本当にありがとうございました。それから会場の
皆さんも，私たちが予想していたぐらいのいい感じの規模で集まっ
て頂きまして，本当にありがとうございます。12月っていうのは
非常に忙しい時期ですけれども来て頂きましてありがとうございま
す。ユニットリーダーの中串から言ってましたように来年も是非4
回目をしたいと思っていますし，それから今日のお話っていうのは，
全部書き起こして，最初に紹介があったんですけれども，冊子にな
ってます。冊子にすることで…（中串が第1回目の冊子を見せる）…ま
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たこれが，面白さが広がっていけばいいと思います。これは今日来
てくださった方々には…配るの？　どうするの？
中串：ありがたいことにこの第1回目の冊子，200部刷ったんです
けれども，ほとんど今もう在庫がなくなりまして，電子版を，一昨
年の分と去年の分と今回の分と，主催のCTR（和歌山大学国際観光学
研究センター）のホームページ7からダウンロードできるようにした
いなと思っています。同時に，冊子も…まぁ予算と相談ではありま
すが，今回のものだけじゃなく過去のものも増刷しようかなとは思
っております。
尾久土：ということで入手方法なども大学のホームページの方で紹
介していきたいと思いますので，我々Space & Mobilityユニット
の活動にご期待ください。今日はどうもありがとうございました。（会
場拍手）
総合司会（秋山）：えーっと…総合司会ということでマイクを回して
もらったものの，これでもう何もありません終了です（会場爆笑）。
飲み会が大事と言っておきながらこの後懇親会の予定はないのかと。
僕は聞いてませんが。皆さんこの後楽しく飲みに行かれる方は飲み
に行って頂ければと思います。あと何か出口に人工衛星のオーナー
になりたい方のために，あなたも人工衛星のオーナーになれますよ
っていう資料がありますので，よろしければ。それから大阪地区で
は毎月第2月曜日の夜に「白鹿亭」というよくわからない飲み会を
やってますし8，来年多分2月からだと思いますけれども，第4月
曜日に「黒熊亭」というのを東京でまたやりますので，月曜日の夜
に飲みに行こうかなと思ったら大阪か東京に来て頂ければ。という
ことでどうもお疲れ様でした。皆さんお気をつけてお帰りください。
どうもありがとうございました。
7 https://www.waka
yama-u.ac.jp/ctr/
8 司会の秋山氏が主催
する「宇宙好きが集まり
気楽にあーだこーだと盛
り上がる」集まり。2019
年2月現在，「白鹿亭 宇
宙」「黒熊亭 宇宙」で検
索すると秋山氏のFace
bookページがヒットする。
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シンポジウムsymposiumという言葉は，現在では座談会，
公開討論会といったある種のオープンな議論をメインにした
イベントを指しますが，元々は，「共に」を意味する接頭辞
syn-が「飲む」を意味するposisに結び付いたギリシア語 
symposionに由来します。気軽にワイワイとお互いの意見
を交換する場だったのでしょう。そういう意味では，意見交
換の場であるパネルディスカッションの部は，本シンポジウ
ムのメインディッシュと言えます。過去2回では筆者は総合
司会の延長でモデレーターを務めておりましたが，今回は変
化を加えるためパネリストとして登壇してみることに致しま
した。
本集録は録音から書き起こししたテキストを筆者が主に編
集しておりますが，今回自らが登壇した第2部の編集作業を
していて感じたのは，パネルディスカッションは恐ろしいも
のだということ。まさにジャズセッションそのもの。それな
りに事前に打ち合わせをして，議論の落とし所や方向性につ
いての了解が得られているならいくらか安心もありますが，
今回の場合，ジャズセッションで言えば，曲とキーだけしか
決まっていない状態で演奏が始まってしまい，どうやって展
開してどう終わるかを演奏しながら考えるようなものです。
プレイヤーの負担は大きいし，実力が問われます。しかしジ
ャズセッションでは「だからこそ面白い」。果たして今回の
筆者の「演奏」が面白がってもらえるものだったかと言えば，
はなはだ心許ない限りです。筆者のことはさておき，まずは
各講演，そしてパネルディスカッションの登壇者の皆様のお
かげで，今回も，お客様に（そして本集録の読者に）新しい
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視点や考えるヒントをたくさん提示できたのではないかと感
じております。ありがとうございました。
前回までと同様，本書作成に当たって，ご登壇頂いた方々
にはご自身の部分の原稿チェックをお願いしましたが，全体
を俯瞰した立場から，頂いたご原稿に編者が手を加えた箇所
もあります。このことについての責任は編者にあります。ま
た，当日使われた映像資料の全てを掲載することはできませ
んでした。読者の皆様にご不便をおかけすることになり，申
し訳ありません。 また短い広報期間であったにも関わらずご
来場頂いたお客様にも御礼申し上げたいと思います。
CTRスタッフの皆様，特に中瀬えりかさんと小林麻希さ
んには今回もお世話になりました。イベントの企画立ち上げ
段階の最初から本番，集録出版の最後まで，責任者の私の緻
密さのかけらもない仕事ぶりを全面的にバックアップして頂
きました。厚く御礼申し上げます。
2019年2月
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